
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“しなやかな心”をもつために     校長 西山 誠一 

秋らしく過ごしやすい季節になりました。子どもたちは元気に学校生活を過ごしています。 

さて、季節を先取りしますが、冬に可憐で凛とした花を咲かせる「山茶花（さざんか）」という木

をご存知でしょうか。今の季節は花を咲かせることはありませんが、来るべき冬に備えてじっとエ

ネルギーを蓄えているようにも感じられます。この山茶花の木は、どんなに雪 

が降っても、枝がしなやかで折れにくいと言われます。これに対して、桜の木 

の枝は、雪の重みで簡単に折れてしまうそうです。 

最近、「心が折れた」という言葉を見聞きすることが増えました。一見すると強靱な心をもってい

そうな人ほど、ポッキリと心が折れてしまうことがあるそうです。心を折ることなく、しなやかさ

をもつためには、「自己肯定感」がキーワードになると思います。それは、自分の自信がある部分だ

けではなく、苦手なところや弱さもすべてを受け入れ、尊重する気持ちです。自己肯定感が高まる

ことで、気持ちに余裕ができ、困難に直面しても諦めず、前向きなチャレンジにつながります。 

子どもの自己肯定感を高めるかかわりとして、肯定的な言葉掛けをする、感謝の気持ちをわかり

やすく伝える、頑張ったことや成長したことを認める、考えさせて選ばせる、小さな成功体験を積

み重ねると同時に失敗も経験させるなどがあります。これらは、学校でも意識しているところです。 

人生は、どちらかというと思い通りに行かない   

ことの方が多いように思います。そんな時でも、山

茶花のように決して折れないで、前向きに進むこと

ができれば、寒い冬でもそれを見る人々の心をぽっ

と温かくするような、きれいな花を咲かせることが

できるのかも知れません。しなやかな心をもった子

どもを育てていきたいものです。 
 

スポーツの秋 ～持久走大会～ 

 ９月２４日に持久走大会が行われました。それまでの練習で、グラウンドから戻ってきた子ども

たちが「今日はいつもより長い距離を走れた！」などと教えてくれて、目標をもって取り組んでい

ることが伝わってきました。本番では、どの子も一生懸命に走っていました。走っている最中、苦

しさを感じた子もいたことでしょうが、全員が完走できたことはすばらしいと思います。 

会場には、保護者の方々が多数お越しになり、子どもたちへ温かい声援を送ってくださいました。

子どもたちのがんばる意欲につながっていました。また、走った周数を数えるお手伝いをしていた

だき、大変助かりました。ありがとうございました。 

 気候のよい中、これからも家庭や地域でスポーツの秋を楽しんでいただければと思います。 

＜教育目標＞ 
○学習にはげむ子ども 
○礼儀正しい子ども 
○健康な子ども 
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第２回ＰＴＡ資源回収、ご協力に感謝 
９月１日（日）今年度２回目の資源回収を行いました。

新聞紙、雑誌、ダンボール、アルミ缶、スチール缶等多く

の資源を回収することができました。 

お忙しいところ、協力してくださった保護者、地域の皆

様、誠にありがとうございました！収益金は、子どもた

ちの教育活動に使わせていただきます。 

 

 

 

オンライン交流授業！ 
～ 忍路中央小の児童と 

８月２９日（木）２～３校時は、 

2･3 年生と忍路中央小３･４年生の 

子どもたちが、オンラインで交流授 

業を行いました。内容は、夏休みの作 

品発表会でした。忍路中央小４年生 

の進行で発表会が進められ、作品に 

ついての発表後に、感想や質問等お 

互いに伝え合いました。充実した交 

流の時間となりました。 

グエン先生と英語の学習！ 
９月３日（火）銭函中ＡＬＴ 

のグエン先生が来校し、１～４ 

年生の子どもたちと楽しく学習 

を行いました。 

グエン先生は、シンガポール出 

身です。シンガポールの文化や伝 

統をはじめ、グエン先生のご家族 

のことも教えてく 

ださいました。英語でのやりとり 

も上手に行うことができました。 

後期児童会認証式を行いました！  
 ９月９日（月）後期児童会の認証式を行いました。まず、

児童会三役へ西山校長から認証状が手渡されました。次に、

前期の児童会長から活動を振り返ってあいさつがあり、続い

て、後期の児童会長から、活動に対する意気込みが伝えられ

ました。最後に、各専門委員の紹介があり、委員長へ認証状

が手渡されました。３年生以上のみなさん、後期の児童会活

動での活躍を期待しています！ 

 

 

身の守り方を学ぶ！～防犯教室 
 ９月１８日（水）警察署の協力により、防犯教室を

行いました。職員は玄関先での不審者との対峙訓練を

行い、その間に子どもたちは、職員の指示で避難を行

いました。 

その後、体育館では、子どもたちが不審者に遭い、

「お菓子があるから一緒においで」「おもしろいゲー

ムがあるよ」等と声をかけられたときの対処の仕方に

ついて、「いか 

のおすし」を 

確かめながら、 

学ぶことがで 

きました。 

 

安全上の協力のお願い 
◯学校では、毎朝、玄関で子どもたち全員の登校を確

認しています。欠席、遅刻等の場合は、必ずご連絡く

ださい。また、スクールバスに乗り遅れた時に、どの

ように対応するかを、お子さんと確認をお願いしま

す。贈る 

◯現在、１０名の方が「見守り隊」として登録してく

ださり、買い物等の際に「見守り隊」のホルダーを首

からかけるなどしていただいています。防犯のため、

見守り隊に協力していただける方は、 

学校までご連絡をお願いします。 

【張碓小学校 ℡ ６２－３２２０】 

図書ボランティアによる読み聞かせ 
４月より「小学校ボランティア」の募集を行ってき

たところ、図書ボランティアでのご協力の申し出があ

りました。今年度はまず、月に１回程度の本の読み聞

かせから始めていただくことになりました。 

１回目は、９月１７日（火）朝読書の時間に、各学

級にボランティアの方が入り、学年に合った本の読み

聞かせをしてくださいました。 

「絆づくりメッセージ」の取組 
いじめを防止するために自ら考え行動しようとする意識

を高め、望ましい人間関係を築けるように全児童が「絆づく

りメッセージ」に取り組みました。学年の代表として選ばれ

た作品を紹介します。 

１年 深井 彩水さん「ぜんこうみんなとなかよくしよう」 

２年 房田 海琉さん「いじめもけんかもやめて みんなで 

なかよくたのしもう」 

３年 中村 心音さん「いじめはダメ 心にのこってとれな 

いから みんなで遊ぶと楽しいよ」 

４年 小路口 季沙さん 

「ゆうきだして ひとことでかわるよ あといっぽ」 

５年 小川 ちひろさん 

「みんなでね 絆を深めて なかよくね」 

６年 松倉 恋樹さん 

「だいじょうぶ その言葉だけで 救われる」 


